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跡出来 るし,紬血管の周囲 と血管内細胞をも注意する事により細胞港出の始ま りと終 りとを明らかに知

り得 る擾奄な方法である. 又実験 2の方法 と共に組樺固定切片模本 と異 り血液韓抹榎本同様にペルオ

キシダーゼ反騰や超生体染色法 も行へるので細胞の観察が正確である0

実験 2のデッキ･グラス挿入法は菌に到着 ･附君する細胞の時間的関係及び菌の局所に於ける運命を

観察するのに局所的 ･茎間的には前浜 よりも更に適確である｡ 又接種菌畳及び生菌量を一艇検定出来

る上に,粗描内に於ける生菌の消長を簡単に観察 し得 る優秀な方法であると信する.何細胞学的な詳細

な検討 と喰菌の状態は目下観察中である｡

以上の予備的な実験によって,接種局所の早期反歴は病原性の如何に拘 らず 数的には 同一種顎の夜

鷹であ り,差 異として認められ るものは反麿の強 さ及時期的の差 とい う量的な差異に過 ぎないことが こ

の両種の実験方法によって明瞭に観察 し得 ることが判った｡

この結果 , この両種の実験方法は菌 と個体 との相関関係射ち個体の側か らは抵抗悼 ,菌の側か らは

病原性 と呼はれ る現象を割に簡単に短期間に観察するに便利な方法であることが知 られた｡ よって今

後は更VZ:多種の動物及菌株を用いて,自然抵抗力及後天的東榎の研究 を発展せ しめると共に,生休に於

ける化学療法#Jの作用横棒,菌の薬剤QZ:対する抵抗性の判定等 各棟の研究に膝用せ しむ可 く準備中で

あるO
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我 々は SCM の改良に関 して,欧に再三発表 して釆たが今回は更に飛躍的な改良を加 える事が出釆ね

ので立Kl報告する.

第一 石油ベンヂ ンにで虚理 した菌液麦以てする新堵養法

従乗,結核化学療法剤の検定等の目的にはキル ヒナーの液体培地 を利用して肉眼的に菌の発育の有無

を検する方法が多 く用いられているが,之は培養 日数が長いと云 う点,及び其の篤めに培養期間中に被

検薬物が破壊変性する事実 を除外する事が出釆ない大 きな快点がある.萩に培養期間の短い SCC或は

SCM等が利用せ られ る理 由があるo然 し乍 ら,SCCは周知の如 く結果の判定に致命的な快格がある｡

叉SCMは保有菌株の宙浮･潜液 を以て行 う実験には菌の脱落するものが多い｡而 して此の際使用する菌

液は虞に均等な ものが得難い馬に失鞭結果の判定に支障がある.

我 々は H,Blockの石油--テルによる所謂 Cord･factorの除去に関する実験か らヒン トを得て

石油ペンヂンを以て･誠に簡単な操作で結核菌の殆 ど革個菌 よりなる均等浮･WI液 を作成 し,此の一滴 を

スライ ドに塗抹固定することに より化学療法剤の検定の目的には甚だ理想的なSCMの山新法 を案出し

得た｡

即ち'発づ第 1表に示すのは石油エーデル,石油ベンヂン欝似の有磯溶媒について比較検討 した成績

である｡之に依って明かなる如 く石油ベンヂンが我々の昌的に貴通なる事が分 る.

従って我々は石油ベンヂンを用いて各種菌株に就いて実施 したが凡て培養可能なる事 を知った,,
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第 1表 各種溶媒こてよる甫液の一滴を間 ･片倉培地及びS(JMにて培蕃 した成綬

培養操作は次の如 くである｡

1)液体丸は国璽培地に生えた結核菌野約一白金耳量を某稔試験管に探 り,,2-3ccの石油ベンヂンを加える (F株

の場合)0

2)五分間塩 酸,十分間辞置の後.

3)上暦より-白金耳を採 ってスライドに接∵触せ しめる (接触するや忽ち円形に払って見る間に乾燥 し蘭は見事な

単個菌となって固定される)0

4)之をキル tlナ-の堵地を入れた試験管内に浸して培養する.

5)3- 4日Fi,実験 目的によっては其以上培養の後 スライ ドを取出し,乾燥,染色,鏡検して対照 と比較する｡巨Jl

ち培養せざる最初の建株標本 とキ/rt:ナー培地に薬物を注入 して培養 した標本 と比較 して,其の発育の有無を判定し

キJt,t=ナ～培地に薬物を注入せざる培養標本の成績を以て実験手技による誤差の列定とするO

本法 を用いて各種抗菌物質の検定を行った成績は第 2表の如 くである.何,各臓券の圧出液に就いて

目下検討中である｡

第 2表 石油ベンヂン法による各席抗菌物質の検定成続

抗蘭物質 常 碍 p 稀 釈 倍 数 対 鰯

ⅠⅠ.i' - 廿

ス tLて ィ ､ F - - 廿

嘉山B - - 一汁

暗疾GⅦ - - - 廿 . 廿

H2 - - - J吐三一+十十廿 廿 ■

ll' - - - 廿

- - - 廿

- - 廿

Hi: - - … ｣ L _

オ ′レ ト7 3 / F - - - ･甘

廿≠廿 .

ヽ-フ コ二.ノ- ′レ _青 山B - - - 廿
味疾GⅦ - - - ~ー廿

ウス-ン酸 H望 - - - 一汁ト､ - - - # 廿

ソーダ 青山B - - ≠ 廿

暗疾GⅦ - I .廿 丑一

培養 7日Elに弱拡大で判定 (苗代)
- は集落の認められない もの｡

+ 集路が点叉はコンマ枕として認められたものo

廿 明らかt/{鷹草模枚の集落の認められたるものC,
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第二 苛性加里邑用 うるSCM改貢法

噂疾中の結核菌に就いてはSCMは従来,噂疫を其のまま塗沫乾燥 した後処理 していた篤めJ,ガフキ

-0以下の場 合には成績が良 くなかった｡其の後我 々はNaOHによる集菌洗液を更に滅菌水で洗液,午

一度遠心 し其の沈涯を奪掠乾燥後培養する事により,可成の成積を揚げたのであるが,遠心操作を二同

行 う事の煩雑 と雑菌迷入の磯会の埼加 を見た｡

然 る所,我Jkは或る磯会にKOHの袋菌沈津はNaOHの其に比 してスライ ドに資沫 した場合,染色操作

や長時間水中に浸す場合にも塗洋が流LlHJL難いと云ふ事実 を知ったO.実に,KOHはNaOHより作用の

張力なる等,及び同濃度に於ても既に僅か乍な比貢 も軍いと云 う諸点を考慮して,KOHの種 Aの濃度

に就いて巣蘭効果及び雑菌処理能力に就いて再検討を行った｡即ち築菌効果は沈滞の量を目標 とし,雑

菌処理能力は48時間ブイヨン培葦を目標 として一膝の判定とした｡キ

其の結果はKOHは:0.5%,30分間,或は 1%,20分間の処理で充分雑菌を抑制 し,襲菌効果 もNaOH

に勝ることを知った｡

更にKOHの此の濃度が結核菌に及ぼす影響を菌浮溶液によって,4% HL.･SO4及び滅菌水を対照 と

して岡 ･片倉の培地に培養比較 した.処理時間は 30/,10,20,30,40, 50,の夫 々に就いて実施し

た結果 ,其の差は僅かであるが,滅菌水,KOH,IfS04の順であった｡

茶に於て 0.5%～1.0%のKOHは築菌法及び培養剤処理法として用い得 られる事を知ったo而 して其

の築常況控の塗洋が流出し難い事はSCMに臆用して鼻 も有利なる点である｡

従ってSCMはKOH集粛法 を用いて,簡単な操作でガフキ-及び筆筒津にて陽性なるものは勿論,

岡 ･片倉法に潜るとも劣 らざるものとなった｡

其の術式は次の如 くである｡

1)略蛙を過当単二搾 り十倍骨の0.5%～1.0%のKOHを加え,完全に絡解するまで振 .a.三十分間放促｡

2)三千回韓十五分間遠心,沈漆を スライ ドに塗殊 ,軍紀又は僻卵器 小にて乾燥する｡

3)之を其のま ゝキル ヒナ-の)-4-地を入れた試験管内に浸 して培養 する｡

4) 7[lFlに探 り出し判定する｡

本港によ.る成績は第 3表の如 くである｡

第 3表 EOH処理S(JMこてよる味疾 中糖核常の検 出成績

第三 少量の噂地を以てするSCMの一新法

綻乗,我}tはSCM を実施するに当 り,普通犬のスライ ドを縦に牛切 して試験管円に入れ,試験管は

一股に行はれている如 く縦に立て,培養 していたのであるが,此の方法は培地が約5cc前後を必要 とし

た.琴験目的によっては更に少量の培地を必要とする場合があるo●
我 々は此の目的に向って次の如き方法を案出したO釦ち

1)普通 大の スライ ドを巾1/3に,長 さ2/31/{切った ものをシャー レの17]に数枚乾熱誠常 して罷 く0

2)此の スライ ド『沈漆を塗珠 ,乾燥0

3)予 め0.5ccの キ7レヒナ-の培地を入れて置いた試験管裾 てスライ ドを ビンセ'1)tで入れる0

4)パ ラフィンで封入 する代 りに,予 断 賢沸滅菌 して澄いたゴ ム栓で封入 する0

5)試験管を横 l/7:倒 しスライ ドの塗床面を Fに して培地L/{浸 苦しめ'株 !/{した試験管創 て収 めて培養 する｡ ー 'l

杵 Ⅰ)試験管の大き引 ま実際l/{は試験管台 よ り少 し頭の出る程度の和い ものが便利てある｡

●
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性 工)スライ ドを東に小 さくすれば培地は束に少糞で足 りるO斯 くて0･1-0･2ccで も培番 吋能 となるo

牲 甘)培地が少最なる馬 ,僻卯器 甲で試験管内の蒸気飽和 に更す る水分がそれだけ培地を濃縮するo此を防ぐ

薦 めtl'ム栓は漏れたま でゝ封入するo

在 1V)堵地はスライ ドと管壁 に附斉 し,表面濃力によって流動 し欺いか らゴ ム栓の水と仮令 しない ｡

哀津は斯 くの如 く甚だ少量の培地で培養可能であるか ら,其の臆用の範囲は甚 だ大きい ものと期待 し

ているo

文 献 省 略

微 量 ス ラ Ji ド ･ カ }V チ エ ア ー 法

■

並 河 靖

緒 嘗

結核菌のスライ ド･カルチエアー法に関しては BerryandLowryの本法発表以来,辻 ･米津 .鍾

代 ･山本 ･並びに著者等の追試及びその改良により,之を従来の培養方法に比較して,培養 日数が僅か

に5日乃至は 7日と言ふ極めて短期間であ り,しか も培養手猿及び検案手橡が比較的簡単で,加ふるに

その成積が常に-足 して居ることが認められ,その実際的な癒用は各種病的材料からの結核菌の早期増

秦,ス トレプ 1.マイシンその他の化学療法剤耐性菌の検蚕等,未知の結核菌の培養検出に関する諸検案

に利用せられると共にスライ ド･カルチュア一法に依 り未知の培地成分が一定結核菌の発育増殖に及ぼ

す影響の検索に迄利用せ られんとするに到った.然 し乍ら,例-ぼ或る抗結核剤を人体叉は動物体に擁

取せ しめた際に,その体液中に完全な結核菌の発育阻止力を附興せるや否やの判定,或は生理的叉は病

的の人体叉は動物体組成の結核菌の発育に対する態度等の検査に際 しては',可及的少量の材料でスライ

ド･カルチエアーを行ふことが必要であるO之の目的に対し下記の如き方法を案出したので茨に報告す

るo

賓 験 器 材

一般細菌学的検査器材の他本法の名L/T.僻 に製作 した ものは次の通 りである｡

小試験管 :内径 5mm,長 さ45mm,管底は普通の試験管の如 く年球形でな く平面 として余分の培地材料 を節約-J-

るo

小 スライ ド●グラス :隔4mm乃至4.5mm,長 さ25InTn,･即ち普通の スライ ド･グラスの幅が この′トスライ ド･グ

ラスでは長 さに相等するのであるか らスライ ド･グラスを一端か ら親切することに依 って簡単に製作 し得 る∩然る後

その一端に一連番号を刻むO

この小試験管に/J､スライ ド･グラスを投入 して培巷するわけで'即ち 培養形式 としては BerryandLnwry法の如

(試験管を横 に療かせて増車するものでな く,辻 ･米韓の査法である試験管立てLJ{立 てたままで培養する形式を採用

し,それを普通 Z/{且つ椅易に敢故ひ得 る最/J､隈t/{縮小 した｡その理 由としては秩置す る培養法では取扱ひが非常に不

便である上に,更に常(/{スライ ド面の全面を培重液が浸 して居るか どうかを任意 して倍なければな らない と言ふ こと

及び後景の培地を使用するので あるか ら培地液量の多寡は直ちに培巷成績 に影饗するが辻 ･米韓の立像する培養法の

蘇/～/{於 ては スライ ド･グラス両 と之 U7:接する試王政管壁は常に暴抵角をな し,その馬にスライ ド･ダラス面の端末迄

充分な培地液量を常LJ{作明させ得 ること!/{基づいた c k

噂 養 ､手 技

1･ 予 め上述の/J､スライ ド･ダラス及び粕栓を施 した/J､試飴管を容器に容れ ,他の器材 と共に乾勲域甫する｡見放

査す可 き各種の培重液 と共il{,対腰 として原液に盆景の10%の割tI{脱髄 椎葉血液を加-て調製 した キ)I,ヒナ-茂液の


